
電子機器用・通信機器用部品製造業におけるはさまれ巻き込まれ災害の死傷災害発生事例（2017年）
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被災者は、弊社工場内にある自動ラベル貼付機による作業中に、作業の終了した製

品が収納されているトレーが装置エレベーターに載って自動降下中にも関わらず、

本体カバーを開け当該トレーのみ取り出そうとしたために、誤ってエレベーター板

ごと掴んでしまい、降下したエレベーター板と装置本体の間に左手薬指を挟まれ被

災してしまった。

54 ―

3 8~9

装置メンテナンス作業中、チャンバーとヒンジ部の位置ズレのトラブルが発生し、

位置ズレを修復するために、タンバーを取り外す作業が発生した。 ダンパーを取り

外した際に、チャンバーリッドが落ち、ヒンジ部に小指を挟み骨折した。
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被災者は、工場内でエアープレス1機をセット中に、上部レバーと本体の間に左手小

指の腹を挟み破傷し、病院にて傷口を縫った。
59 1～9
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絶縁ゴム製品をモールドする設備で、材料となるリールに巻かれた帯ゴムを設備ス

クリューに挿入する作業で発生したものである。 設備へ投入時、右手に装着してい

た手袋を取って、帯ゴムを持ちスクリュー投入口へ持っていった。 しかし、フィー

ドローラー手前で帯ゴム同士が密着していることに気付き、引き剥がそうと咄嗟に

手袋をした左手を出したところ、帯ゴム同士の層間に、着用していた手袋の親指部

分が挟まれ、そのまま左腕が巻き込まれる状態となり被災した。
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工場内にて、卓上ボール盤を使用して、鉄板の穴あけ作業中、穴あけした鉄板を

ボール盤の台より動かそうとしたところ、右手薬指の先端が誤ってボール盤のドリ

ルの先に引っ掛かり、そのため右手がドリルに巻き込まれ、右手薬指を負傷した。

54
10～

29

16 印刷作業開始時に、スクリーン版をフレームに固定する作業を行っていた時に、フ 300



7 ～

17

レーム固定用のロックピン部分に手を置いた為、下降したフレームの固定部とスク

リーン版の固定部に右手人差し指が挟まれた。
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工場内製造現場（クリーンルーム）でスプレーポンプの部品加工の為（ターンテー

ブル式）に部品をセット作業中、部品が斜めになったのでこれを修正しようとした

ところ、指がタンテーブルに引っ掛かり、指を抜いたが製品と底蓋圧冶具の間に指

が挟まり、左手人差指先部分を受傷した。
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積層小型レイアップ工程にて、作業テーブルから上段／下段が二段式の完了製品搬

出用コンベア装置に製品を移載する作業を行っていた。 装置は3つのスイッチ操作

（上段／下段／下降）で作業テーブルを上下させる仕組みだが、被災者は下段を選

択したつもりで上段スイッチを押して作業をしていたため、下段側に製品を挿入し

ている際に作業テーブルが上昇し、キャリアプレートと装置開口枠間に両手の人差

し指と中指を挟んだ。

48

500

～

999

10

15

～

16

第二工場内でNC旋盤作業工程にて、ワーク（材料）を加工治具（ワークを挟む

為、3個爪）にて、セットする際に右手でワークを3個爪で押さえた時に爪に指がか

かっているかを確認しないでペダルで3個爪を固定してしまった。 すぐに固定を解

除したが、すでに指の爪（右手人差し指）がはがれ皮膚も裂かれた状態になり、指

の接合は無理で右手人差し指の第一関節で切断と診断された。
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機械操作作業中に吸着エラーが発生したため、それを解除しようと装置が停止して

いないのに裏側の扉を開け手を入れてしまったところ、可動部分に、右手を挟まれ

た。
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工場内において約2tの電動機を天井クレーンにて移動作業中、右手で操作用ペンダ

ントを持ち、左手で吊りワイヤーを掴み、荷上げを行ったところ、左手中指が、ワ

イヤーと吊り荷の間に挟まれ受傷した。 クレーン操作に気を取られ、左手の状態に

注意が疎かになっていた為と思われる。 もう1名の玉掛け作業者も左手の状態に気

付かず回避出来なかった。
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～

受注した部品の加工中に発生した。 生産工程はGT→ベンダーの2工程、製品が細長

い形状のため曲げ長さの短い右側は安全手工具で押さえ、左側を左手人差し指先端

でバックゲージに押し付けていたが曲げ加工中に左側パンチ側面と製品端面に押さ
53

50～
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17
えていた人差し指先端右側面を挟まれた。

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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